










要約:島根県隠岐郡島後地区で、コホート研究実施計画に従い、小学 6年生(調査対象数 255

人)、3 歳児健診対象児(197 人)に対し質問票調査、身体検査、及び血液検査（血液検査は

小学 6 年生のみ)を実施した。昨年度及び本年度の調査により島後地区での約 1,000 人の

コホートが作成されたことになる。今年度は小学 3 年生(1992 年度に調査）及び 6 年生に

おいて、肥満度、血液検査所見、及び日常生活様式の関係を解析した。その結果、(1)肥

満度 20%以上の肥満児の頻度は小学 3 年生で 9.6%(男 8.5%、女 10.6%)、小学 6 年生で

11.0%(男 11.2%、女 10.8%)であった。(2)肥満度 30%以上の高度肥満児とそれ以外の児を

比較したところ、両群間で収縮期/拡張期血圧、血清コレステロール値、また血清 HDL コ

レステロール値の統計学的有意差は見られなかった、(3)男の高度肥満群では、質問票調

査において「早食いだ」、「夜食を毎日または 2～3日に 1回食べる」、「運動が嫌い」、及び

「運動はあまりしない」と答えた者が有意に多かった。女の高度肥満群では、「夜食を毎

日または 2～3 日に 1 回食べる」と答えたものは少なく、「夜食を週に 1～2 回または食べ

ない」と答えた者が有意に多かった。以上より、小児期からの成人病予防の活動目標とし

ては、肥満児をなくすことが妥当であること、また、肥満予防の指導は、男女で異なるも

のが望ましいことが示唆された。


